宮崎県日南市に定着したオキナワキノボリトカゲの低温耐性に関する報告
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1. はじめに
琉球列島から台湾にかけて分布するキノボリトカゲJapalura polygonata （Hallowell, 1861）は、我が国に自然分布する唯一の有鱗目アガマ科の種である。基準亜種のオキナワキノボリトカゲ (J. p. polygonata) は沖縄諸島と奄美諸島に固有で、最新（2017年）版の環境省のレッドリストでは、絶滅危惧Ⅱ類にも指定されている（http://www.env.go.jp/press/files/jp/105449, 2017年9月1日閲覧）。
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写真1 宮崎県日南市に定着したオキナワキノボリトカゲ（2012年5月27日撮影）

2. 方　　法
1) 野外調査および発見数と環境要因との関係の検討
2010年7月から2011年11月までの期間、宮崎県日南市津ノ峯周辺でルートセンサス法によるキノボリトカゲの生息状況の調査を実施した（岩本ら 2016）。…………………………

2) 低温曝露試験
 　野外調査で採集された個体のうち、成体の雄31頭を低温曝露試験に用いた。まず1頭ずつ、プラスチックケージに一時的に収容し、気温26±1℃、明期16時間 : 暗期8時間（06 : 00点灯）の条件下で飼育した。……………。

3．結　　果
1) 野外調査および発見数と環境要因との関係の検討
ルートセンサス法により、同一ルートで成体282頭（雄161頭、雌121頭）、幼体186頭を発見した。捕獲できなかったものについても成体、幼体、未分類に分けて集計した。…………..。
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図1 宮崎県日南市津ノ峯の気温とキノボリトカゲ成体及び幼体の発見数との関係

2) 低温曝露試験
試験に用いたキノボリトカゲの体重は8.09±1.31g（範囲: 6.30~11.10g）であった。試験中、キノボリトカゲの総排泄腔温は周辺の環境温度とほぼ同等になっており、零下においても同様であった。…………………………..。
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図2 キノボリトカゲ成体の発見数と日南市津ノ峯の日最低気温との関係

復温過程での呼吸再開は総排泄腔温が6～13℃の時点から目視確認できた（表1）。–4℃に曝露されたキノボリトカゲでは、呼吸再開が有意に遅延することが明らかになった（P < 0.05, Tukey HSD test）。……………………………………、

表1  低温曝露からの復温にともなう運動障害の有無と呼吸再開時間、初動時の総排泄腔温の比較
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4. 考　　察
本研究では、宮崎県日南市津ノ峯に定着したキノボリトカゲの今後の分布拡大に関して、本種の低温耐性という側面から有用な知見を得るため、実験室下での低温曝露試験と、実地での生息状況の調査を実施した。……………………………..。
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※以上の原稿作成例は、標準的なテンプレート様式に基づいたものである。不明な点は本協会の連絡先にお問い合わせください。
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